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企業・財団の助成プログラム（２）

各種助成事業
（公益財団法人おおいた共創基金）

1



公益財団法人おおいた共創基金

主な助成内容

①ＯＡ機器助成事業
②ＮＰＯ基盤強化支援事業
③ふるさと創生ＮＰＯ連携促進事業

（県補助事業）

おおいたボランティア・ＮＰＯセンターの運営
（県委託事業）

①相談窓口
②運営アドバイザーの派遣
③各種講座の開催
④情報の提供・発信

2

●当基金は、企業や県民から寄附を募り、
ＮＰＯ団体等の公益活動を支援して
います。
●行政、民間といった従来の枠組みで
は十分に対応しきれない地域課題の
解決に取り組む公益活動を県民全体
で支える地域社会の創造を目指して
います。

1

１ 助成内容
・大分県内で地域貢献活動に取り組むＮＰＯ（ＮＰＯ法人及び任意団
体）に対し、活動に必要なＯＡ機器を寄贈します。
・ＯＡ機器はノートパソコン、プリンター、プロジェクターから１台です。
・過去２年間にＯＡ機器の助成を受けていない団体を対象とします。
・「おおいたＮＰＯ情報バンクおんぽ」の情報開示レベル★1つ以上取
得している団体とします。
・応募受付期間：令和7年１月の予定です。
・２月上旬に応募内容を審査のうえ、採択団体を決定します。
・寄贈台数は全部で１５台程度の予定です。
・３月上旬の「めじろんフォーラム」の際に寄贈いたします。

ＯＡ機器助成事業

2
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〔様式１〕

　〔めじろん基金〕

代 表 者
（役職名・氏名）

申請担当者
（役職名・氏名）

団体の主な活動

 現在保有している
 ＯＡ機器

希望するＯＡ機器
（希望１つを○で囲む）

希望のＯＡ機器が

必要な理由
　
　（具体的に記載して

　　　ください）

申請団体名
（正式名称）

令和　  年　  月  　日　　

主たる事務所の
所在地・連絡先

　　公益財団法人 おおいた共創基金
　　　理事長　 鶴 田 浩一郎　　殿

　　　　　　　　　　　　　令和   年度ＯＡ機器助成事業募集要綱により申請し、同意事項①～⑥のすべてに同意します。

住所：

住所：

　　（ふりがな）

（連絡先住所）

〒　　　　　　　　

　TEL：                                                   FAX：                              

　　　　令和  年度 ＯＡ機器助成事業　　助　成　申　請　書

〒　　　　　　　　

　　　① ノートパソコン　　　　　　② プリンター　　　　　　③ プロジェクター

　パソコン　（　　　　台）、　　　プリンター　（　　　　台）、　　　プロジェクター　（　　　　台）

　E-mail：

　 E-mail：

（日中の連絡先を記入）
　TEL：                                                  FAX：   

助成内容

ＮＰＯ基盤強化支援事業

・県内のＮＰＯ団体が自ら寄付金集めのノウハウを習得することにより、
その基盤強化に取り組み、地域課題解決のための継続的な活動がで
きるように支援を行います。
ＮＰＯ団体が期間中に集めた寄付金額と同額の助成金を支給します。
（但し１団体あたりの上限金額は１０万円(協働の場合は１５万円)）
（１）応募受付期間：令和６年７月予定
（２）採択通知：令和６年８月中旬
（３）寄付金募集期間：令和６年９月～令和７年１月（約５か月間）
（4） 「おおいたＮＰＯ情報バンク おんぽ」の
情報開示レベル★1つ以上が必要です。
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（様式１）             

 
令和  年度ＮＰＯ基盤強化支援事業助成申請書 

令和   年   月  日 
公益財団法人おおいた共創基金  
理事長 鶴田 浩一郎 殿            〒  

住 所  
団体名 
代表者氏名          

 
 
記 

（ふりがな）   

団 体 名：  

代表者役職名：   

代表者氏名：   

おんぽの★数  ★（  ）個 （※「おんぽ」http://www.onpo.jp/ 登録は必須です。） 

主たる事務所の

所在地 

〒 
 
 
              TEL：       FAX： 

担 当 者 
（所属部課・氏名） 

連絡先住所：〒  
 
 
氏 名： 
 
TEL：        FAX：       E-mail：  

確保予定寄付金                              千円（＊基金からの助成金は除く）    

〇事業活動が必要な背景や内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※事業活動を行う地域の現状や問題点及び活動の内容やそれにより地域課題の解決がいかに図られるかについて具体

的に記入してください。 

 

〇事業活動が必要な背景や内容 

○事業活動のスケジュール ※令和  年 4 月 1 日～令和  年２月２９日内であれば長短は問いません。 

◆事業活動実施期間：令和  年  月  日～令和  年  月  日 

◆事業活動スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※実施スケジュールをできるだけ詳細に記載し、必要に応じて、フローチャート、日程表を添付してください。 

○寄付金確保の方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※寄附金を具体的にどのようにして集めるかについて記載してください。（募金箱を置く場所の候補や街頭での募金活

動、寄付金集めに回る企業の候補など具体的に記述してください）。 

○活動の継続性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本事業終了後も活動を継続するための運営体制（会員や住民団体等との連携を含む）の強化や安定的な収入確保の

方策について、具体的に記入してください。 

 

スケジュール

県 （公財）おおいた
共創基金

ＮＰＯ
（事業の主担当）

企業

など

プランニングなど、
事業へのマネジメント支援

補助率10/10 上限1,000千円

ＮＰＯ

団体申請・事業報告

伴走支援（実施状況確認・助言等）

実施団体（協働体）

4月～５月中旬
補助事業募集

６月上中旬

審査・内示

7月
交付決定

7～3月中旬
補助事業実施

3月下旬
実績報告

補助

財源：ふるさと納税
イオン寄附金

県内中間支援団体
（ＮＰＯ）

ふるさと創生ＮＰＯ連携促進事業

１ 趣 旨
特定非営利活動法人、法人格のないボランティア団体、市民活動団体及び地域コミュニ

ティ団体（以下「ＮＰＯ団体」という。）が、他のＮＰＯ団体や企業等の多様な主体と協働
して行う地域活性化や地域の課題解決などふるさとの創生を推進する取組を支援することに
より、ＮＰＯ団体同士や多様な主体との連携促進、ＮＰＯ団体の育成及び県民全体で支える
地域社会の創生を目指す。

２ 概 要
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〔県補助事業〕
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３ 実施主体

（１）ＮＰＯ団体、企業などを構成員とする協働体であり、以下の条件を全て満たすこと
①ＮＰＯ団体（主担当）が、その他のＮＰＯ団体や企業等2つ以上の団体と構成すること
②主担当は、県内に主たる事務所を置き、設立後１年以上の活動実績を有すること
③主担当は、おおいたＮＰＯ情報バンク「おんぽ」で★２つ以上を取得していること
④協働体の代表者を定めていること
⑤事業の事務手続を適正かつ効率的に行うため、以下の事項を定めた規約や規程等を作成
していること、又は採択後に作成すること
ア 協働体の意思決定方法
イ 協働体の会計処理方法
ウ その他、協働体の運営に関して必要な事項

（２）県内に主たる事務所を置くＮＰＯ団体であり、以下の条件を全て満たすこと
①事業実施について、２つ以上のＮＰＯ団体や企業等で協働することを合意し、その代表
となったＮＰＯ団体。
なお、事業の事務手続を適正かつ効率的に行うため、協働で事業に取り組む団体間で
事業実施に係る覚書等を作成していること、又は採択後に作成すること
②設立後１年以上の活動実績を有すること
③おおいたＮＰＯ情報バンク「おんぽ」で★２つ以上を取得していること
④組織の運営に関する規則（定款、規約、会則等）、予算及び決算書類を整備している
こと

7

４ 補助対象事業

以下の条件を全て満たす事業とする。
（１）ＮＰＯ団体等が協働で行う地域の活性化や地域課題の解決など公益に寄与する事業
（２）受益対象地域が大分県内である事業
（３）補助事業終了後も継続して実施が見込める事業
（４）交付決定の日から令和７年３月１０日までの間に実施する事業
【留意事項】
・コストが最小限になるよう配慮すること
・官民を問わず他の助成金の交付を受けない事業であること
・既存の構成団体のみによる既存の事業は対象外であること

※事業実施にあたり、必要に応じてアドバイスやマネジメント等を行う県内の中間支援
を行うＮＰＯ団体を配置することができます。
必要経費は、基金が負担します。１協働体の上限は、２０万円とします。

５ 補助対象経費・補助率・採択予定団体数

（１）補助対象経費の内容は、賃金（人件費）、報償費、旅費、需用費（消耗品費、印刷
製本費）、役務費、委託料、使用料及び賃借料等（詳細は、次頁）
※実施主体の運営経費及び食糧費等は対象外経費

（２）補助率は、補助対象経費の１０／１０以内かつ１００万円を上限
（３）３団体程度（協働体）を採択予定

8
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（第７号様式） 

 

年度ふるさと創生ＮＰＯ連携促進事業費補助金交付申請書 

 

第     号

年  月  日

 公益財団法人おおいた共創基金  

理事長       殿 

                                                       

                           

住 所              

協働体名又は主担当ＮＰＯ団体名              

                  代 表 者 名              

 

 

    年度において、下記のとおりふるさと創生ＮＰＯ連携促進事業を実施したいの

で、補助金         円を交付されるよう、ふるさと創生ＮＰＯ連携促進事業

実施要項の規定により、関係書類を添えて申請します。 

 

記 

 

１ 補助事業の目的 

 

 

２ 補助事業の概要 

 

 

３ 補助事業の完了予定年月日 

 

 

 

添付書類 

（１）事業計画書（第２号様式） 

（２）収支予算書（第３号様式） 

（３）実施構成団体一覧表（第４号様式） 

（４）その他基金理事長が必要と認める書類 

 

１ 運営アドバイサーの派遣

3 情報の提供・発信

運営アドバイサー派遣・各種講座の開催

ＮＰＯの会計・労務・税務・ＩＴ関係、設立等に関すること
について、専門の知識を有するアドバイザーを派遣する。
相談は、1案件につき３回まで無料。

（講座内容）
・広報・情報発信
・資金調達
・助成金
・決算書・報告書 等 10

（県委託事業）

２ 各種講座の開催

・メルマガ「週イチくん」による
各種助成金等の情報発信 等

6
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運営アドバイザー派遣依頼書 

 

おおいたボランティア・ＮＰＯセンター所長 宛て 

 
下記依頼事項（太枠内）を記入し、おおいたボランティア・NPO センター（FAX：097-555-9771）まで 

ご提出ください。改めて担当からご連絡を差し上げます。 

団 体 名  

団 体 住 所  

代 表 者 名  

依頼担当者  

電 話 番 号  

F A X 番 号  

E - m a i l  

現在困っていること 

（該当項目に“○”を 

してください） 

 

運営アドバイザーに 

相談したいこと 

（何について相談したいか、できるだけ具体的にご記入ください） 

  

（希望日時・場所をご記入ください） 

派遣希望日時 

① 令和   年   月   日（   ）     時～  
② 令和   年   月   日（   ）     時～ 
いつでも可（                    ）※候補日をいくつか 

派遣場所 

（いずれかに○をしてくだ

さい。） 

①団体事務所（住所地）         ②ＮＰＯセンター 

③その他指定場所（                       ） 

 

①ＮＰＯ法人の設立 ②事務局業務・マネジメント 

③経営（組織）戦略 ④資金調達・会員確保 

⑤広報（インターネット・情報戦略・イベント開催） ⑥ＮＰＯの税務 

⑦規約・規程等の作成 ⑧人事・労務管理 

⑨財務・会計関係 ⑩協働に関すること 

⑪会議開催・運営方法 ⑫認定ＮＰＯ法人に関すること 

⑬ＮＰＯの総合診断 ⑭その他（         ） 

※上記以外のご相談については、ＮＰＯセンタースタッフへお尋ねください。 

7



企業・財団の助成プログラム（３）

ＮＰＯ団体への助成金制度
（豊和銀行）
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ＮＰＯ団体への助成金制度

２０２４年３月１８日（月）
ＮＰＯ助成・協働プログラム合同説明会 資料

2009年12月に創業60周年を迎えるに当たり、本業での経済貢献のみならず、

環境や文化、防犯等の幅広い分野に注力し、ＣＳＲ（企業の社会的責任）活動を

通じて地域の発展に貢献すべく、2008年度から2009年度にかけて「サンクス60」

の取り組みを開始しました。

この「サンクス60」の一環として、「地域のＮＰＯ助成制度」を2008年からスタート

させました。地域で活動しているＮＰＯやボランティア団体の皆さまへの助成を通

じて、大分県の環境保護、文化振興、福祉・生活向上等に役立てていただき、

「ゆたか」な社会を築いていくことを目的としたものです。

ＮＰＯ団体への助成金制度

１．本制度を開始した趣旨

2
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２．対象となる団体の要件
（１）主たる活動（事業）内容が、本助成金の趣旨に合致する以下の非営利団体
①ボランティア団体、②市民活動団体、③ＮＰＯ法人
（２）主たる事務所及び活動拠点が大分県内にあり、１年以上の活動実績がある団体
※団体の規模、法人格の有無は問いません。

３．対象となる活動（事業）、資金使途、事業期間
（１）対象となる活動（事業）
以下の内容に該当し、今回新たに始める活動（事業）とします。
①自然環境の保護、回復に役立つ活動、②地域文化の継承や発展に役立つ活動、
③福祉・生活・教育の向上に役立つ活動、④その他、助成金の趣旨に沿うと判断される活動
（２）資金使途
下記事業期間内に新たに始める活動（事業）にかかる費用
※人件費、水道光熱費、家賃など通常支出している費用は申請の対象外です。
（３）事業期間
毎年４月１日～翌年３月31日

４．助成金額
総額80万円（１団体上限20万円）
※申請内容によっては、一部助成となる場合がございます。

ＮＰＯ団体への助成金制度

3

５．申請手続き

（１）提出書類

①豊和銀行所定の申請書

※申請書は豊和銀行各支店窓口にお申し出下さい。また、当行ホームページからもダウンロード

できます。

②設立趣意書、定款、規約、会則など

③事業計画書、収支計算書、貸借対照表または財産目録

④設備機器購入の場合は見積書、パンフレットなど

⑤貴団体の機関紙、会報など

※提出していただいた書類は返却いたしませんので、あらかじめご了承下さい。

（２）提出先・申込方法

①提 出 先 ： 〒870-8686 大分市王子中町４番10号

株式会社 豊和銀行 営業統括部 ＮＰＯ助成金制度 係

℡097-534-2616

②申込方法 ： 郵送のみ

ＮＰＯ団体への助成金制度

4

10



６．2024年度スケジュール（詳細は未定）
（１）申 請 期 間 ： 2024年 ６月～ ７月
（２）審 査 期 間 ： 2024年 ８月中旬～下旬
（３）助成決定通知 ： 2024年 ８月下旬
（４）助成金の交付 ： 2024年 ９月中旬
※ 当行ホームページ等により公表いたします。

【参考】 2023年度スケジュール
（１）申 請 期 間 ： 2023年 ６月 １日（木）～ ７月28日（金）
（２）審 査 期 間 ： 2023年 ８月14日（月）～25日（金）
（３）助成決定通知 ： 2023年 ８月25日（金）
（４）助成金の交付 ： 2023年 ９月11日（月）

ＮＰＯ団体への助成金制度

5

ＮＰＯ団体への助成金制度

７．選考方法

当行所定の「審査基準」に基づき、外部から審査員２名をお招きし、当行役員１名を加えた合計３名にて審査会

を開催し、決定します。

８．選考のポイント

（１）募集要項上の形式要件適合性

①本件趣旨

県内の環境保護、地域文化振興、福祉・生活・教育の向上

②対象団体

・ボランティア、市民活動、ＮＰＯ ・主たる事務所、活動拠点が大分県内 ・１年以上の活動実績

③対象事業

・当年度新規事業 ・環境保護、文化振興、福祉・生活・教育の向上他

④資金使途

・経常支出費用（人件費、水道光熱費、家賃等）は対象外 ・資金使途の具体性

（２）審査会採点方法

採点項目を①対象となる活動（新規事業等）、②活動目的、③資金使途、④期待される効果の４項目に分類。

各項目の最高点を５点とし、合計20点満点で採点。得点上位団体を助成対象として選定。
6
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年度 応募数 交付数 交付団体名 分野 事業内容

2008 11団体 ３団体 ＮＰＯ法人 ちちんぷいぷい あけぼの 福祉 地域交流及び障害者支援事業

第１回 ＮＰＯ法人 えばの会 生活 ＤＶ被害者支援の為の研修講座の開催

ＮＰＯ法人 豊の国雇用・福祉事業団 環境 再造林放棄地に森林をつくる活動

2009 13団体 ３団体 ＮＰＯ法人 自然の森づくりをすすめる会 環境
椿油を食用油とし、地域の特産品として
生産

第２回 ＮＰＯ法人 水車 地域 農業を通じ都市住民と農村住民との交流

別府国際観光港みなとまちづくり協議会 環境
別府海岸クリスマスごみひろいウォーク、
海の環境問題を考える

2010 10団体 ４団体 ＮＰＯ法人 ボランネットとよさき 環境 豊崎小学校グラウンド草刈事業

第３回 ＮＰＯ法人 ＵＳＡネットワーク 文化
博多どんたく港まつりパレード「神輿発祥の
地・宇佐どんたく隊」パレード事業

ＮＰＯ法人 ｄｅｎｋ-ｐａｕｓｅ 教育
鑑賞機会に恵まれない子供への
「質の高い演奏会」提供事業

ＮＰＯ法人 自立支援センターおおいた 福祉 ピアカウンセラー養成講座

９．歴代助成金交付団体一覧

7

年度 応募数 交付数 交付団体名 分野 事業内容

2011 ９団体 ３団体 ＮＰＯ法人 猪の瀬戸湿原保全の会 環境 猪の瀬戸湿原再生事業

第４回 吉四六さん村グリーンツーリズム研究会 教育 教育旅行誘致推進事業

ＮＰＯ法人 鶴崎文化研究会 文化 鶴崎地区の古い写真集の編集、製作

2012 23団体 ３団体 杵築市まちピカ運動推進委員会 環境 八坂川河口清掃大作戦

第５回 寺子屋ん会 環境 国道502号線植花活動

ボランティアガイド大友氏遊学会 文化
戦国武将大友宗麟公が残した
偉大な歴史と文化の伝承

2013 16団体 ４団体 たけの子の会・紫の会 教育 子どもたちへの書写指導活動

第６回 岡一心の会 環境 芝桜定植、イルミネーション設置事業

柴北川を愛する会 環境 柴北川流域自然環境保護活動

ＮＰＯ法人 えばの会 生活 ＤＶなど暴力被害者の為の自立支援事業 8
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年度 応募数 交付数 交付団体名 分野 事業内容

2014 11団体 ４団体 鏝絵の町並みを整備する会 文化 文化的価値のある鏝絵の保存

第７回 おおいた地球環境デザイン 環境 自然環境の保全による社会構築

鳥屋城跡保存会 文化 鳥屋城跡を歴史公園として保存

共に生きる 福祉 ピアカウンセリングの活動

2015 11団体 ４団体
特定非営利活動法人
おおいた子ども支援ネット

福祉
放課後等デイサービス
（発達障がい児通所支援事業）

第８回 佐伯喜の会
文化振興
地域交流

地域伝統文化継承活動

特定非営利活動法人 キッズスポッチャ 福祉
障がいのある子供達へのスポーツ活動
支援

Ｃｈｅｒｉｍ ｂｏａｔ（シェリム ボート） 福祉
障がいのある子供達へのスポーツ機会
の増大

9

年度 応募数 交付数 交付団体名 分野 事業内容

2016 23団体 ５団体
特定非営利活動法人
クラウンボランティア・ティアドロップ

福祉
クリニクラウン（ピエロによる病棟慰問）
事業

第９回
別府発達医療センター
ボランティアの会

福祉
「おもちゃとしょかん」による子供たちへ
の遊び場の提供、おもちゃの貸出し

辻河原石風呂保存会
地域文化
振興
県の有形民俗文化財、日本ジオパーク
認定の「辻河原の石風呂」の保存・継承

ＮＰＯ法人 地域の宝育成支援センター 教育
寺子屋事業「学びの杜」（県内学校長
経験者によるボランティアでの教育事業）

特定非営利活動法人 カティオーラ 教育
大在元気クラブ及び放課後児童クラブでの

ダンス教室開設によるスポーツ振興、健康増進

2017 16団体 ４団体 ＮＰＯ法人 子育て応援レストラン 福祉
「子ども食堂」 「親子ふれあい教室」
「無料リサイクル」

第10回 特定非営利活動法人 まど 福祉 オリジナルグッズ作成と就労体験

特定非営利活動法人
アイラブグリーン大分

環境 「みんなで地元の海岸を守ろう」事業

特定非営利活動法人
大分県防災活動支援センター

生活
発災時におけるスクールバス等運転者の
対応力向上の研修事業

10
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年度 応募数 交付数 交付団体名 分野 事業内容

2018 18団体 ４団体 チャイルドラインおおいた 福祉 チャイルドライン「オンライン」相談事業

第11回
特定非営利活動法人
福祉コミュニティＫＯＵＺＡＫＩ

環境 ウミガメが帰ってくる森づくり

みんなのいえ「カラフル」 福祉
赤ちゃんからご高齢の方まで、障がいの
有無に関わらず過ごせる『みんなのいえ
「カラフル」』をオープンしよう！

特定非営利活動法人 地域ひとネット 教育
小学生がつくる、小学生のためのコミュニ
ケーションハンドブック作製プロジェクト

2019 14団体 ４団体
ＮＰＯ法人
Ｃｈｅｒｉｍ ｂｏａｔ（シェリム ボート）

福祉 第25回九州・山口ろう者サッカー選手権

第12回 大分市女性防災士会 生活 大分市女性防災士啓発活動

ＮＰＯ法人 空き家サポートおおいた 生活
出張版「空き家にしないために今考えな
ければならない勉強会と相談会」

一緒に歩こう会
居場所サロンわかばハウス

福祉
社会的養護の下で生活している高校生
対象の講座開催

11

年度 応募数 交付数 交付団体名 分野 事業内容

2020 ９団体 ４団体
特定非営利活動法人
スペシャルオリンピックス 日本・大分

福祉
広報イベント事業（ユニバーサルスポーツ
“ボッチャ”イベント開催）

第13回 ＮＰＯ法人 マックネットシステム 福祉 ＭＹ ＳＴＹＬＥ ＢＯＯＫの作成

大分県脊柱靭帯骨化症友の会 福祉 広報誌の発行

ＮＰＯ法人 しげまさ子ども食堂
―げんき広場―

福祉
シンポジウム：地域特性から考える
『子どもの貧困』支援ｉｎ豊肥（仮称）

2021 12団体 ４団体
特定非営利活動法人
さがのせき・彩彩カフェ

環境
佐賀関半島の森と海がもたらす気候の
豊かさ体感！体験プロジェクト

第14回 由布市災害ボランティアバイク隊
防災・
安全
災害バイク隊／
自然災害に関する防災啓発活動

ＮＰＯ法人
知的障がい者フットサルクラブ
ＥＮＴＲＡＤＡ

福祉 ぼくたちのフットサルチャレンジ

一般社団法人
日本デフビーチバレーボール協会

環境
ビーチバレーボールで砂浜の草原化を
防ごう。

12
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年度 応募数 交付数 交付団体名 分野 事業内容

2022 17団体 ４団体 きたく部 教育 きたく部おもちゃ図書館つどい

第15回 妙音山を守る会
環境保護
文化振興

妙音山地域活性化事業

一緒に歩こう会(え)
居場所サロンわかばハウス

福祉 金池町４丁目若者食堂

特定非営利活動法人
地域ひとネット

福祉
在宅ケア児のための「防災お備え手帳」
制作事業

2023 20団体 ４団体 ＮＰＯ法人子育て応援レストラン 生活 地域の食を支え笑顔を守る子育て支援

第16回
ＮＰＯ法人知的障がい者フットサルクラブ
ＥＮＴＲＡＤＡ（エントラーダ）

福祉 えん・ジョインリーグ

一般社団法人（非営利型）
国東教育共同体・モルゲンシュテルン

地域文
化振興

大分の伝統文化や一次産業等、多様
な学びを創造していく教育事業

ままの輪 福祉
大切な子どもたちを守るための
性の健康教育実践研修
～まずはオトナがアップデートしよう！～

13
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１ 

2023 年度「ＮＰＯ団体への助成金制度」応募要領 

 

１．趣旨 

本助成金は、地域で活動を行っているＮＰＯやボランティア団体への助成を通じて、

大分県の環境保護、文化振興、福祉・生活向上等の発展に役立てていただき、「ゆた

か」な社会を築いていくことを目的としています。 

 

２．対象となる団体の要件 

（１）主たる活動（事業）内容が、本助成金の趣旨に合致する以下の非営利団体。 

①ボランティア団体 ②市民活動団体 ③ＮＰＯ法人 

（２）主たる事務所及び活動拠点が大分県内にあり、１年以上の活動実績がある団体。 

※団体の規模、法人格の有無は問いません。 

 

３．対象となる活動（事業）、資金使途、事業期間 

（１）対象となる活動（事業） 

以下の内容に該当し、今回新たに始める活動（事業）といたします。 

①自然環境の保護、回復に役立つ活動 

②地域文化の継承や発展に役立つ活動 

③福祉・生活・教育の向上に役立つ活動 

④その他、助成金の趣旨に沿うと判断される活動 

（２）資金使途 

下記事業期間内に新たに始める活動（事業）にかかる費用。 

※人件費、水道光熱費、家賃など通常支出している費用は申請の対象外です。 

（３）事業期間 

2023 年４月１日（土）～2024 年３月 31 日（日） 

 

４．助成金額 

総額 80 万円（１団体上限 20 万円） 

※申請内容によっては、一部助成となる場合がございます。 

 

５．申請手続き 

（１）提出書類 

①豊和銀行所定の申請書（豊和様式１・２－１・２－２・３） 

※申請書は豊和銀行各支店窓口にお申出下さい。また、当行ホームページからもダ

ウンロードできます。 

②設立趣意書、定款、規約、会則など 

③事業計画書、収支計算書、貸借対照表または財産目録 

④設備機器購入の場合は見積書、パンフレットなど 

⑤貴団体の機関紙、会報など 

※提出していただいた書類は返却いたしませんので、あらかじめご了承下さい。 

 

参考：前年分 
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２ 

（２）提出先・申込方法 

①提 出 先：〒870-8686 大分市王子中町４番 10 号 

株式会社 豊和銀行 営業統括部 ＮＰＯ助成金制度 係 

℡097（534）2616 

②申込方法：郵送のみ 
 

６．スケジュール 

（１）申 請 期 間：2023 年６月１日（木）～７月 28 日（金）必着 

（２）審 査 期 間：2023 年８月 14日（月）～25 日（金） 

（３）助成決定通知：2023 年８月 25 日（金）予定 

（４）助成金の交付：2023 年９月８日（金）予定 

 

７．通知・公表等 

助成決定については、審査後に当行ホームページ等で公表いたします。 

 

８．その他 

（１）申込書受領後、必要に応じて他の書類の提出依頼や、電話または訪問等によるお

問合せをさせていただく場合がございます。また、記載内容が不十分な場合や、お

問合せに応じていただけない場合には申込みを無効とさせていただく場合がござ

います。 

（２）お申込みいただいてから助成決定までの間、審査経過については一切お知らせで

きません。また、審査結果、並びに審査に関する内容についてのお問合せには応ず

ることができません。 

（３）助成対象となった場合、団体名、代表者名、事業名、助成金額を公表させていた

だきます。それ以外の申込書に記載された情報は、今回の助成金応募のみに使用し、

その他には使用いたしません。 

（４）今年度助成金を受けられた団体には、事業報告を提出していただく予定です。 

 

以上 

【本件に関するお問合せ先】 

〒870-8686 大分市王子中町４番 10 号 

株式会社 豊和銀行 営業統括部（担当：園田） 

TEL:097（534）2616 FAX:097（534）3688 

E-mail:eitou@howabank.jp 
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豊和様式１ 

2023 年度 豊和銀行ＮＰＯ助成金申請書 

申請日：2023 年  月  日 

≪団体概要≫ 

団 体 名  
設立（西暦）   年  月 
法人格 あり・なし 

代 表 者 
役 職 ： 

氏 名
フ リ ガ ナ

 ： 

所 在 地 

〒   － 

住 所： 

TEL：            FAX： 

E-mail： 

主な活動内容 

（□をチェック） 

□ 福祉   □ 生活   □ 教育   □ 環境保護 
□ 文化振興   □ その他（           ） 

 

≪申請担当者≫ 

担 当 者 

役 職 ： 

氏 名
フ リ ガ ナ

 ： 

連 絡 先 

（弊行から連絡を差

し上げる場合があ

りますので、必ず

ご記入下さい。） 

〒   － 

住 所： 

TEL：            FAX： 

E-mail： 

〔個人情報のお取扱いについて〕 

本申請書及び提出書類に記載された個人情報については、本申請の審査目的のために使用し、ご本人の承諾

がない限り、第三者への提供は致しません。 

 
≪他の助成制度への申請状況≫ 申請日現在の状況を記入して下さい。 
他の助成金の 

申請状況 

（該当を○で囲み、記

入して下さい。） 

あり ・ なし （ありの場合チェック → □ 結果待ち・□ 助成決定） 

応募先企業・財団名（                     ） 

申請金額・決定金額（           円） 

主な活動・事業内容（                     ） 

参考：前年分 
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豊和様式２-１ 

 

≪申請内容≫ 

活動（事業）名  

対 象 地 域                  市・町・村 

申 請 額                  円（上限 20 万円） 

【現在行っている活動（事業）の目的と内容】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
【今回新たに申請する活動（事業）の目的と内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今回新たに申請する活動（事業）で期待される効果】 
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豊和様式２-２ 

 
≪助成金の資金使途≫ 

項 目 内 容（数量・単価等） 金 額（単位：円） 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

計  

（項目については、物品費・会議費・旅費交通費・印刷費・通信運搬費など、科目ごとに記入して下さい。） 
 
≪添付資料の有無≫ 添付資料をチェックして下さい。 

□ 設立趣意書 □ 定款・規約・会則等 □ 機関紙・会報等 

□ 事業計画書・収支計算書・貸借対照表または財産目録 □ 見積書・パンフレット等 

□ その他 

 （                                     ） 

 
 
 
 
 
 
 

受 付 日： 2023 年   月   日   受付番号 2023 －   号 
 
 
 

銀行使用欄 
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豊和様式３ 
 

※ここからは任意団体のみご記入下さい。ＮＰＯ法人は豊和様式２-２にある添付資料をご提

出下さい。 
 

①結成の経緯 

団体結成の経緯 

（誰が、いつ、どのような動機

で、何を目的に結成したか等） 

 

 

 

 

 

 

②収支の状況 ※決算書等のない場合、必ずご記入下さい。 

収入（単位：円） 支出（単位：円） 

項 目 前年度実績 今年度計画 項 目 前年度実績 今年度計画 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

計   計   
（項目については、物品費・会議費・旅費交通費・印刷費・通信運搬費など、科目ごとに記入して下さい。） 
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企業・財団の助成プログラム（４）

九州ろうきん
「ＮＰＯ助成」のご案内
（九州労働金庫）

22



© 2024Kyushu Labour Bank. 

九州ろうきんの「ＮＰＯ助成」について
2 0 2 4 年3 月18 日（月）

大 分 県 本 部
清水 順二

九州労働金庫

九州ろうきん
イメージキャラクター
『ツカエルさん』

＜ご説明資料＞

© 2024Kyushu Labour Bank. 1

〈ろうきん〉について・・・

ろうきんを知っていますか？

23



© 2024Kyushu Labour Bank. 2

〈ろうきん〉とは・・・

© 2024Kyushu Labour Bank. 3

〈ろうきん〉と銀行に違い

銀行は、利潤を追究する株式会社であるのに対し、

ろうきんは、営利を目的としない協同組織です。

24



© 2024Kyushu Labour Bank. 4

〈ろうきん〉の基本姿勢

© 2024Kyushu Labour Bank. 5

福祉金融機関としての役割

ろうきんお客さま
（はたらく仲間）

社会貢献

寄贈図書

メセナ
シート

こども
未来

こども
１１０番

ピンク
リボン

ＮＰＯ支援

奨学金対策

【共感】

ろうきんは、労働金庫法に基づいて、営利を目的とせず公平かつ民主的に運営されています。

利益がでたらはたらく仲間に還元するだけでなく、ろうきんの理念である「人々が喜びをもっ

て共生できる社会の実現に寄与する」と定めた理念を実践するために、地域や社会への幅広い

貢献活動を展開しています。

お取引による収益

還元

・良質な商品（低金利）

・ＡＴＭ手数料還元（無料）

・会員への出資・利用配当

等・・・

25



© 2024Kyushu Labour Bank. 6

“九州ろうきん
｢ＮＰＯ助成｣のご案内”

© 2024Kyushu Labour Bank. 7

九州ろうきん「ＮＰＯ助成」のしくみ

助成金は、お客さまからのボランティア預金「ＮＰＯパートナーズ」に
よる寄付金と九州ろうきんの拠出金を財源としており、これまでの
助成額は1,380団体、3億9百万円となっています。（２０２3年度までの実績）

26



© 2024Kyushu Labour Bank. 8

第２０回 九州ろうきん「ＮＰＯ助成」実績

2023年度に実施されました、第20回 九州ろうきん「ＮＰＯ助成」につきまし
ては、応募総数138団体のうち、各地区「ＮＰＯ助成審査委員会」による審査を
経て、52団体に対して総額1,245万円の助成を行うこととなりました。
（各団体への助成金振込は２月中旬に行いました。）

≪大分県内の助成団体一覧≫

応募団体17団体のうち7団体へ総額170万円を助成！！

3 年間継続助成 助成団体名 助成金額

〇 ＮＰＯ法人 チャリティーサンタ大分支部 200,000円

一般社団法人 わかな 300,000円

特定非営利活動法人 アンリッシュ 200,000円

ＮＰＯ法人 あなたのくうかんおおいた 180,000円

ＮＰＯ法人 スマートライフネットワーク 300,000円

一緒に歩こう会居場所 サロンわかばハウス 300,000円

ダブルケア大分県 しましまかふぇ 220,000円

合計 1,700,000円

© 2024Kyushu Labour Bank. 9

第２０回 九州ろうきん「ＮＰＯ助成」応募要項

助成金額1

2

（１）助成総額 １，2６０万円

（２）１団体あたりの助成金額
各県の単年度助成金額の範囲内で必要とする金額

（3）３年間継続助成金額(３年目)
各県１団体に対し上限30万円／年
※継続助成の選考に漏れた場合は、単年度助成として申請を受理します。
※次回の応募受付は第21回（２０２4年度）となります。

各
県
の
助
成
枠

地区名 単年度助成金額
３年間
継続助成金額 助成金額合計

福岡県 210万円 30万円 240万円

佐賀県 140万円 30万円 170万円

長崎県 140万円 30万円 170万円

熊本県 140万円 30万円 170万円

大分県 140万円 30万円 170万円

宮崎県 140万円 30万円 170万円

鹿児島県 140万円 30万円 170万円
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© 2024Kyushu Labour Bank. 10

「ＮＰＯ助成」応募要項

対象となる
団体

2

2
対象となる
事業活動

3

営利を目的とせず、九州ろうきんの営業エリア内に主たる事務所を設
けていること

（１）ＮＰＯ法人
（２）ボランティアグループ
（３）市民活動団体 等

※継続助成については、法人格を有する団体とします。

SDGs（持続可能な開発目標）17の目標に係わる事業

※SDGs17の目標については、外務省ホームページ内の「持続可能な開発目標」を
参照してください。

© 2024Kyushu Labour Bank. 11

「ＮＰＯ助成」応募要項

応募条件4

（１）助成金の交付を受けた団体名および団体の主な活動内容が、九州
ろうきんのホームページおよび情報誌等で公開されることに同意
できること
（２）助成金の交付を受ける団体は、各県で開催されるフォーラム（贈呈
式）に参加できること
（３）助成金を活用した活動について、団体内の機関紙等での公表およ
びろうきんへの事後報告が可能であること
（4）定款または会則・規約があり、決算報告書または、収支報告書が応
募時点で作成されていること
（5）当金庫に助成金受取口座（団体名義）を開設できること
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「ＮＰＯ助成」応募要項

選考基準5

（１）活動の目的および内容が明確であり、将来性・持続性があること

（２）資金使途が明確であること

（３）先駆的・モデル的な活動であること

※目的の事業に対し、他の助成団体からも助成を受けている場合は対象外とします。
※選考は各県の「ろうきんＮＰＯ助成審査委員会」が行います。

© 2024Kyushu Labour Bank. 13

「ＮＰＯ助成」応募要項

必要書類6

（１）ろうきん所定の申請用紙

（２）設立趣意書・会則・規約等の写し

（3）定款・履歴事項全部証明書の写し（法人格の場合）

（4）前年度の事業報告書および活動計算書

（5）当年度の事業計画書および収支予算書

（6）見積書・パンフレット（設備機器購入の場合）

（7）団体が発行する機関紙・パンフレット 等（発行している場合）
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「ＮＰＯ助成」応募要項

第２０回
スケジュール

7

募 集 期 間 ：２０2３年９月４日（月） ～ 10月20日（金）

応募団体審査 ：２０23年12月上旬

助成決定通知 ：２０23年12月中旬

フォーラム開催：２０24年1月～ 2024年2月上旬

助 成 金 振 込：2024年2月中旬

※第21回（2024年度）のスケジュールについては未定です。

詳細が決まりましたら九州ろうきんのホームページにてお知らせいたします。

© 2024Kyushu Labour Bank. 

九州ろうきん「NPO継続助成」
• ３年毎に１団体へ継続助成
• １年間上限１００万円(３年で３００万円)

第１回(2018年度～2020年度)

NPO法人 抱樸

第２回(2021年度～2023年度)

NPO法人 おおいた子ども支援ネット

※第３回の応募受付は2024年度となります。

詳細が決まりましたら九州ろうきんのホームページにてお知らせいたします。
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その他の取り組み（ＮＰＯ支援）

■ＮＰＯ事業サポートローン

地域社会のさまざまな課題解決を担うNPO法人の活動を支援することを目的に融資制度を用意し

てます。幅広い資金ニーズにお応えするため、運転資金や設備資金、つなぎ資金に対応しているほか、

（株）日本政策金融公庫と連携して創業資金のご相談を承っています。

さらに、NPO法人で働く人の当金庫利用を促進することで、法人にかかわる皆さまのお役に立て

るよう心掛けています。

© 2024Kyushu Labour Bank. 17

ろうきんをよろしくお願いします！

「つながる！」

ろうきん

「未来」へ

つながる！

「地域社会」と

つながる！

「はたらく人」と

つながる！

ご清聴ありがとうございました。
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